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社会へ向けた人間工学の展開

(1)人間工学を社会常識とすることによ
り、安全で安心できる社会を実現

(2)社会ニーズ及び学術ニーズに沿っ
た存在感のある学会を指向

(3)人間工学により問題解決が可能と
なるサクセスストーリーを展開

学会としての具体的活動

(1)人間工学実践家及び若手会員を積
極的に活用し、学会活性化に有用
な次世代人材を育成

(2)ホームページ等を積極活用し、学
会活動をオープンにするとともに、
社会へ向けて情報を発信

(3)研究部会等の成果を公開し、各分
野の研究活動を社会的に活用

(4)委員会等を常設委員会と臨時委員
会に分離し、成果を組織的に活用

日本人間工学会第日本人間工学会第1717期の活動目標期の活動目標
（（20200707年年44月～月～20201010年年33月）月）



認定人間工学専門家への期待



応募資格
・学会会員・非会員を問わず、
どなたでも応募できます。

・ただし、応募する際には認定
人間工学専門家1名の推薦
が必要です。

・専門家の自薦も可です。



公開企画

・ユビキタス社会
・はたらく人々
・高齢者/障害者
・グッドプラクティス



企業における喫緊の人間工学ニーズに
日本人間工学会として的確に応えること
により、人間工学の更なる実践的活用と
社会への普及を図る。

2008年度 学会重点事業として提案

企業の人間工学人材育成


